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平 1476-5 駐車場建設に伴う確認調査を 2002 年 11 月



















ている。奥壁の幅は 40 〜 50cm である。Ａ室とＢ室











金大考古 52, April 2006, 19-23.　有田・白焼窯調査報告：野上建紀
Fig.2　『松浦郡有田郷図』安政 6 年（1859）
Fig.3　白焼窯跡周辺現地形図
Pl.1　調査区全景（手前から A,B,C 室） Pl.2　1 号窯 B 室床下
Pl.3　1 号窯 A 室・2 号窯 A 室 Pl.4　1 号窯 B 室床下整地面（6b 層上面）
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１　赤褐色砂層　粘性・しまりなし。（２ａ層）
２　黄白色〜赤褐色粘土層　固く焼き締まる。（３ａ層）製品は 18 世紀末〜 19 世紀初。
３　赤褐色土　粘性なし。ややしまっている。（４ａ層）製品は 17 世紀後半が主。
４　暗褐色土　焼土を含む。粘性・しまりなし。（５ａ層）
５　暗黒褐色土　粘性あり。しまりなし。（６ａ層）製品は 17 世紀後半が主、19 世紀を含む。
６　黒褐色土　炭を大量に含む。粘性・しまりあり。（６ｂ層）製品は 17 世紀後半が主、19 世紀を含む。
７　黄褐色土 + 赤褐色土 + 黒褐色土（７ａ層）製品は 17 世紀後半が主、19 世紀を含む。
８　黄褐色土　粘性・しまりあり。（７ｂ−１層）製品は 17 世紀後半が主、19 世紀を含む。
９　暗褐色土　粘性・しまりなし。（７ｂ−２層）製品は 17 世紀後半が主、19 世紀を含む。


























































19 世紀、（３）18 世紀後半〜 19 世紀初である。（４）
の年代は 17 世紀後半の遺物（３a 層〜７b 層の一部）





れた３a 層〜７b 層の中には８b 層に見られる製品と共
通するものはあまり見られないため、17 世紀後半に操
Pl.5　1 号窯 B 室床下埋め込み
Pl.6　2 号窯 C 室床下出土遺物
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業していた窯の物原は仮３号窯の物原の位置とは異な














































2006 年 4 月 15 日
編集後記
　今号は 2005 年に行われた前方湾海底遺跡の潜水調
査、フジェイラ首長国の踏査、1997 〜 2002 年にか
けて有田町教育委員会が行った古窯跡の立会調査や確
認調査についての報告を掲載した。前方湾海底遺跡の
調査については正式な報告書が来春、刊行される予定
である。古窯跡調査についてはいずれも事務文書とし
てのみ報告したもので公刊されていない。本来ならば
調査主体の有田町教育委員会で刊行すべきものである
が、いつになるかわからないので、今回、掲載させて
頂いた。
　さて、今年度より編集委員会を設けることとなった。
編集委員は以下のとおりである。　　　　　（野上）
　垣内光次郎（石川県埋蔵文化財センター）
　小松隆史（井戸尻考古館）
　桜井秀雄（長野県埋蔵文化財センター）
　佐々木達夫（金沢大学文学部）
　庄田知充（金沢市埋蔵文化財センター）
　野上建紀（有田町歴史民俗資料館）
　前田清彦（鯖江市教育委員会）
　渡辺芳郎（鹿児島大学法文学部）
こうした石祠が置かれていることを考えると、この石
祠を上限とする位置に登り窯が築かれていた可能性も
考えられる。この位置は検出された２号窯以前の物原
の位置とも矛盾するものではない。そして、さらに 18
世紀後半には今回の調査区の位置に２号窯が築かれ、
19 世紀前半には１号窯が築かれたと推定される。安政
６年（1859）『松浦郡有田郷図』に描かれている白焼
窯は１号窯であろうと思われるが、『皿山代官旧記』文
化 11 年（1814）の記載に見られる「白焼登」（焼成
室 23）が１号窯と２号窯のいずれが該当するか、遺物
の詳細な検討が必要である。
